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(57)【要約】
【課題】本発明は除湿装置に関するもので、除湿効率が
向上し入力を抑制することを目的とする。
【解決手段】送風機５によって、吸込口６から本体ケー
ス１内に吸気した空気を第１の上流側ヒートパイプ３ａ
、吸熱器１５、第１の下流側ヒートパイプ３ｂ、放熱器
１３を順次介して吹出口７へと送風する第１の除湿風路
８ａと、送風機５によって吸込口６から本体ケース１内
に吸気した空気を第２の上流側ヒートパイプ４ａ、吸熱
器１５、第２の下流側ヒートパイプ４ｂ、放熱器１３を
順次介して吹出口７へと送風する第２の除湿風路８ｂと
を形成し、第１の下流側ヒートパイプ３ｂは第２の下流
側ヒートパイプ４ｂの上方に配置したことにより、結露
水を再活用でき除湿効率が向上する除湿装置を得られる
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸込口と吹出口を有する本体ケースと、
前記本体ケース内に設けられた冷凍サイクルと、
環状流路の内部に、加熱されて蒸発しかつ放熱して凝縮する作動流体が封入された第１の
循環型ヒートパイプと第２の循環型ヒートパイプと、
前記吸込口より吸込み、前記吹出口より吹き出す送風機とを備え、
前記冷凍サイクルは、圧縮機と、前記圧縮機の下流に順次設けた放熱器、膨張手段、吸熱
器とを有し、
前記第１の循環型ヒートパイプは、第１の上流側ヒートパイプと第１の下流側ヒートパイ
プとを有し、
前記第２の循環型ヒートパイプは、第２の上流側ヒートパイプと第２の下流側ヒートパイ
プとを有し、
前記送風機によって、前記吸込口から前記本体ケース内に吸気した空気を、前記第１の上
流側ヒートパイプ、前記吸熱器、前記第１の下流側ヒートパイプ、前記放熱器を順次介し
て吹出口へと送風する第１の除湿風路と、
前記送風機によって、前記吸込口から前記本体ケース内に吸気した空気を、前記第２の上
流側ヒートパイプ、前記放熱器、前記第２の下流側ヒートパイプ、前記吸熱器を順次介し
て吹出口へと送風する第２の除湿風路とを形成し、
前記第１の下流側ヒートパイプは、前記第２の下流側ヒートパイプの上方に配置されたこ
とを特徴とする除湿装置。
【請求項２】
前記第１の循環型ヒートパイプは、
前記第１の上流側ヒートパイプと、
前記第１の下流側ヒートパイプと、
前記第１の上流側ヒートパイプと前記第１の下流側ヒートパイプとを連通する複数の第１
の連通管とを有し、
前記第１の下流側ヒートパイプは、
多数の第１の下流側フィンと、
多数の前記第１の下流側フィンを連結する第１の下流側連結管とを有し、
前記第１の上流側ヒートパイプは、
多数の第１の上流側フィンと、
多数の前記第１の上流側フィンを連結する第１の上流側連結管とを有し、
前記第２の循環型ヒートパイプは、
前記第２の上流側ヒートパイプと、
前記第２の下流側ヒートパイプと、
前記第２の上流側ヒートパイプと前記第２の下流側ヒートパイプとを連通する複数の第２
の連通管とを有し、
前記第２の下流側ヒートパイプは、
多数の第２の下流側フィンと、
多数の前記第２の下流側フィンを連結する第２の下流側連結管とを有し、
前記第２の上流側ヒートパイプは、
多数の第２の上流側フィンと、
多数の前記第２の上流側フィンを連結する第２の上流側連結管とを有し、
前記第１の下流側フィンと前記第２の下流側フィンとは、一体で形成していることを特徴
とする請求項１に記載の除湿装置。
【請求項３】
前記第１の下流側フィンは縦長四角板形状であり、
前記第２の下流側フィンは縦長四角板形状であり、
前記第１の下流側フィンの縦方向の寸法は、前記第２の下流側フィンの縦方向の寸法より
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大きいことを特徴とする請求項２に記載の除湿装置。
【請求項４】
前記第１の上流側フィンと前記第２の上流側フィンとは、一体で形成していることを特徴
とする請求項２または３に記載の除湿装置。
【請求項５】
前記第１の上流側フィンは縦長四角板形状であり、
前記第２の上流側フィンは縦長四角板形状であり、
前記第１の上流側フィンの縦方向の寸法は、前記第２の上流側フィンの縦方向の寸法より
大きく、前記第１の上流側フィンの縦方向の寸法は、前記第１の下流側フィンの縦方向の
寸法より大きいことを特徴とする請求項２から４のいずれかに記載の除湿装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷凍サイクルと循環型ヒートパイプを利用して冷却除湿をおこなう除湿装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、冷凍サイクルと、循環型ヒートパイプとを備えた除湿装置は、冷凍サイクルであ
る圧縮機と、圧縮機の下流に順次設けた放熱器、膨張手段、吸熱器と、循環型ヒートパイ
プである上流側ヒートパイプと下流側ヒートパイプとを有している。室内の空気は、送風
機によって、上流側ヒートパイプ、吸熱器、下流側ヒートパイプ、放熱器と順次介して送
風され、除湿装置を形成していた。（例えばこれに類似する先行文献としては、下記特許
文献１が存在する）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第９６０８５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来、この種の除湿装置の除湿能力を向上させるために、吸熱器、放熱器の面積を大き
くすることは有効であるが、圧縮機の負荷が大きくなり入力が増加する。また、冷媒の循
環量を増やすことも有効であるが、圧縮機の負荷が大きくなり入力が増加する。また、風
量を増やすこともある程度は有効であるが、増加し過ぎると逆効果になり、騒音値と入力
がアップするというデメリットがある。また、ヒートパイプ部分の体積を大きくすること
も有効であるが、本体サイズが大きくなり重くなるというデメリットがある。
【０００５】
　そこで本発明は、上記従来の課題を解決するものであり、循環型ヒートパイプを効率的
に追加配置することで除湿効率を向上させ、入力を抑制した除湿装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の除湿装置は上記目的を達成するために、吸込口と吹出口を有する本体ケースと
、前記本体ケース内に設けられた冷凍サイクルと、環状流路の内部に、加熱されて蒸発し
かつ放熱して凝縮する作動流体が封入された第１の循環型ヒートパイプと第２の循環型ヒ
ートパイプと、前記吸込口より吸込み、前記吹出口より吹き出す送風機とを備え、前記冷
凍サイクルは、圧縮機と、前記圧縮機の下流に順次設けた放熱器、膨張手段、吸熱器とを
有し、前記第１の循環型ヒートパイプは、第１の上流側ヒートパイプと第１の下流側ヒー
トパイプとを有し、前記第２の循環型ヒートパイプは、第２の上流側ヒートパイプと第２
の下流側ヒートパイプとを有し、前記送風機によって、前記吸込口から前記本体ケース内
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に吸気した空気を、前記第１の上流側ヒートパイプ、前記吸熱器、前記第１の下流側ヒー
トパイプ、前記放熱器を順次介して吹出口へと送風する第１の除湿風路と、前記送風機に
よって、前記吸込口から前記本体ケース内に吸気した空気を、前記第２の上流側ヒートパ
イプ、前記吸熱器、前記第２の下流側ヒートパイプ、前記放熱器を順次介して吹出口へと
送風する第２の除湿風路とを形成し、前記第１の下流側ヒートパイプは、前記第２の下流
側ヒートパイプの上方に配置されたことを特徴としたものであり、これにより所期の目的
を達成するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、除湿効率を向上した除湿装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１の除湿装置の斜視図
【図２】同除湿装置の本体ケース内を示す断面図
【図３】同除湿装置の熱交換器およびヒートパイプ部分の斜視図
【図４】同除湿装置の熱交換器およびヒートパイプ部分の斜視図
【図５】同除湿装置の熱交換器およびヒートパイプ部分の斜視図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１０】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１の除湿装置の斜視図である。図２は、本発明の実施の形
態１の除湿装置の本体ケース内を示す断面図である。図１、図２に示すように、除湿装置
は、本体ケース１と、冷凍サイクル２と、第１の循環型ヒートパイプ３と、第２の循環型
ヒートパイプ４と、送風機５とを備えている。
【００１１】
　本体ケース１は、箱形状であり、背面には吸込口６を備え、天面の前面側には吹出口７
を有している。本体ケース１内には、吸込口６と吹出口７とを連通する除湿風路８と、制
御部９と、集水部１０と、集水タンク１１を有している。除湿風路８内には、冷凍サイク
ル２の一部と、第１の循環型ヒートパイプ３と、第２の循環型ヒートパイプ４と、送風機
５が配置されている。
【００１２】
　冷凍サイクル２は、圧縮機１２と、圧縮機１２の下流に順次設けた放熱器１３、膨張器
としてキャピラリーチューブ１４、吸熱器１５とからなり、これらを、この順に冷媒配管
１６で接続して形成している。この吸熱器１５で除湿対象となる空気を冷却除湿するもの
である。放熱器１３と吸熱器１５とは、対向して配置されている。放熱器１３は、本体ケ
ース１における前面側に配置され、吸熱器１５は、本体ケース１における背面側に配置さ
れている。
【００１３】
　図３は、本発明の実施の形態１の除湿装置の熱交換器およびヒートパイプ部分の斜視図
であり、本体ケースにおける背面側から熱交換器およびヒートパイプ部分を見た図である
。図４は、本発明の実施の形態１の除湿装置の熱交換器およびヒートパイプ部分の斜視図
であり、本体ケースにおける左側から熱交換器およびヒートパイプ部分を見た図である。
図５は、本発明の実施の形態１の除湿装置の熱交換器およびヒートパイプ部分の斜視図で
あり、本体ケースにおける右側から熱交換器およびヒートパイプ部分を見た図である。
【００１４】
　図３、図４、図５に示すように、第１の循環型ヒートパイプ３は、第１の上流側ヒート
パイプ３ａと、第１の下流側ヒートパイプ３ｂと、複数の第１の連通管３０とを有してい
る。
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【００１５】
　第１の上流側ヒートパイプ３ａは、多数の第１の上流側フィン３１ａと、多数の第１の
上流側フィン３１ａを連結する第１の上流側連結管３２ａとを有している。
【００１６】
　第１の上流側フィン３１ａは、縦長四角板形状であり、材質がアルミニウムである。多
数の第１の上流側フィン３１ａは、隣り合う第１の上流側フィン３１ａの面と面とが対向
するように配置されている。
【００１７】
　第１の上流側連結管３２ａは、円筒形状であり、材質が銅である。円筒である第１の上
流側連結管３２ａは、第１の上流側フィン３１ａにおける長手方向に複数段設けられ、か
つ複数回蛇行状に曲げられている。第１の上流側連結管３２ａの直管部分には、多数の第
１の上流側フィン３１ａが固定されている。多数の第１の上流側フィン３１ａは、第１の
上流側連結管３２ａの直管部分の中心軸方向に、所定の間隔を有して積層されている。
【００１８】
　第１の下流側ヒートパイプ３ｂは、多数の第１の下流側フィン３１ｂと、多数の第１の
下流側フィン３１ｂを連結する第１の下流側連結管３２ｂとを有している。
【００１９】
　第１の下流側フィン３１ｂは、縦長四角板形状であり、材質がアルミニウムである。多
数の第１の下流側フィン３１ｂは、隣り合う第１の下流側フィン３１ｂの面と面とが対向
するように配置されている。
【００２０】
　第１の下流側連結管３２ｂは、円筒形状であり、材質が銅である。円筒である第１の下
流側連結管３２ｂは、第１の下流側フィン３１ｂにおける長手方向（上下方向）に複数段
設けられ、かつ複数回蛇行状に曲げられている。第１の下流側連結管３２ｂの直管部分に
は、多数の第１の下流側フィン３１ｂが固定されている。多数の第１の下流側フィン３１
ｂは、第１の下流側連結管３２ｂの直管部分の中心軸方向に、所定の間隔を有して積層さ
れている。
【００２１】
　複数の第１の連通管３０は、第１の上連通管３０ａと、第１の下連通管３０ｂとを有し
ている。
【００２２】
　第１の上連通管３０ａは、第１の上流側連結管３２ａにおける上方に配置された一方側
端部と、第１の下流側連結管３２ｂにおける上方に配置された一方側端部との間に配置さ
れている。第１の上連通管３０ａは、第１の上流側連結管３２ａと第１の下流側連結管３
２ｂとを連通する。第１の上連通管３０ａは、第１の下流側ヒートパイプ３ｂから第１の
上流側ヒートパイプ３ａに向かうにつれて下方へ傾斜している。
【００２３】
　第１の下連通管３０ｂは、第１の上流側連結管３２ａにおける下方に配置された一方側
端部と、第１の下流側連結管３２ｂにおける下方に配置された一方側端部との間に配置さ
れている。第１の下連通管３０ｂは、第１の上流側連結管３２ａと第１の下流側連結管３
２ｂとを連通する。第１の下連通管３０ｂは、第１の下流側ヒートパイプ３ｂから第１の
上流側ヒートパイプ３ａに向かうにつれて下方へ傾斜している。
【００２４】
　第２の循環型ヒートパイプ４は、第２の上流側ヒートパイプ４ａと、第２の下流側ヒー
トパイプ４ｂと、複数の第２の連通管４０とを有している。
【００２５】
　第２の上流側ヒートパイプ４ａは、多数の第２の上流側フィン４１ａと、多数の第２の
上流側フィン４１ａを連結する第２の上流側連結管４２ａとを有している。
【００２６】
　第２の上流側フィン４１ａは、縦長四角板形状であり、材質がアルミニウムである。多
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数の第２の上流側フィン４１ａは、隣り合う第２の上流側フィン４１ａの面と面とが対向
するように配置されている。
【００２７】
　第２の上流側連結管４２ａは、円筒形状であり、材質が銅である。円筒である第２の上
流側連結管４２ａは、第２の上流側フィン４１ａにおける長手方向に複数段設けられ、か
つ複数回蛇行状に曲げられている。第２の上流側連結管４２ａの直管部分には、多数の第
２の上流側フィン４１ａが固定されている。多数の第２の上流側フィン４１ａは、第２の
上流側連結管４２ａの直管部分の中心軸方向に、所定の間隔を有して積層されている。
【００２８】
　第２の下流側ヒートパイプ４ｂは、多数の第２の下流側フィン４１ｂと、多数の第２の
下流側フィン４１ｂを連結する第２の下流側連結管４２ｂとを有している。
【００２９】
　第２の下流側フィン４１ｂは、縦長四角板形状であり、材質がアルミニウムである。多
数の第２の下流側フィン４１ｂは、隣り合う第２の下流側フィン４１ｂの面と面とが対向
するように配置されている。
【００３０】
　第２の下流側連結管４２ｂは、円筒形状であり、材質が銅である。円筒である第２の下
流側連結管４２ｂは、第２の下流側フィン４１ｂにおける長手方向（上下方向）に複数段
設けられ、かつ複数回蛇行状に曲げられている。第２の下流側連結管４２ｂの直管部分に
は、多数の第２の下流側フィン４１ｂが固定されている。多数の第２の下流側フィン４１
ｂは、第２の下流側連結管４２ｂの直管部分の中心軸方向に、所定の間隔を有して積層さ
れている。
【００３１】
　複数の第２の連通管４０は、第２の上連通管４０ａと、第２の下連通管４０ｂとを有し
ている。
【００３２】
　第２の上連通管４０ａは、第２の上流側連結管４２ａにおける上方に配置された一方側
端部と、第２の下流側連結管４２ｂにおける上方に配置された一方側端部との間に配置さ
れている。第２の上連通管４０ａは、第２の上流側連結管４２ａと第２の下流側連結管４
２ｂとを連通する。第２の上連通管４０ａは、第２の下流側ヒートパイプ４ｂから第２の
上流側ヒートパイプ４ａに向かうにつれて下方へ傾斜している。
【００３３】
　第２の下連通管４０ｂは、第２の上流側連結管４２ａにおける下方に配置された一方側
端部と、第２の下流側連結管４２ｂにおける下方に配置された一方側端部との間に配置さ
れている。第２の下連通管４０ｂは、第２の上流側連結管４２ａと第２の下流側連結管４
２ｂとを連通する。第２の下連通管４０ｂは、第２の下流側ヒートパイプ４ｂから第２の
上流側ヒートパイプ４ａに向かうにつれて下方へ傾斜している。
【００３４】
　第１の循環型ヒートパイプ３の第１の上流側ヒートパイプ３ａと、第２の循環型ヒート
パイプ４の第２の上流側ヒートパイプ４ａとは、本体ケース１の吸込口６と冷凍サイクル
２の吸熱器１５との間に配置されている。
【００３５】
　第１の循環型ヒートパイプ３の第１の下流側ヒートパイプ３ｂと、第２の循環型ヒート
パイプ４の第２の下流側ヒートパイプ４ｂとは、冷凍サイクル２の放熱器１３と冷凍サイ
クル２の吸熱器１５との間に配置されている。
【００３６】
　図２、図３に示すように、送風機５は、スクロール形状のケーシング部１７と、このケ
ーシング部１７に固定されたモータ部１８と、このモータ部１８によって回転する羽根部
１９とから形成している。モータ部１８は、水平方向に延びた回転軸２０を有している。
ケーシング部１７は、吸入口１７ａと吐出口１７ｂとを備えている。この吸入口１７ａは



(7) JP 2020-131132 A 2020.8.31

10

20

30

40

50

、放熱器１３に対向している。ケーシング部１７の吸入口１７ａと、放熱器１３と、吸熱
器１５と、本体ケース１の吸込口６とは、モータ部１８の回転軸２０の中心軸上に配置さ
れている。
【００３７】
　本体ケース１内には、吸込口６と吹出口７とを連通し、吸込口６から吸い込まれた空気
を除湿する除湿風路８を備えている。除湿風路８は、第１の除湿風路８ａと第２の除湿風
路８ｂとを有する。
【００３８】
　第１の除湿風路８ａは、送風機５によって本体ケース１の吸込口６からに吸い込まれた
空気が、第１の上流側ヒートパイプ３ａ、吸熱器１５、第１の下流側ヒートパイプ３ｂ、
放熱器１３を順次介して吹出口７へと送風される風路である。
【００３９】
　第１の除湿風路８ａにおける除湿動作について説明する。
【００４０】
　まず、第１の上流側ヒートパイプ３ａには、第１の下流側ヒートパイプ３ｂによって冷
却された冷媒が、流れ込む。この冷媒によって、第１の上流側ヒートパイプ３ａは冷され
る。吸込口６から吸い込まれた空気が、この第１の上流側ヒートパイプ３ａに送風され、
第１の上流側ヒートパイプ３ａと熱交換を行い、予冷される。
【００４１】
　次に、予冷された空気が、吸熱器１５へ送風され、予冷された空気の一部が吸熱器１５
で更に冷却され、除湿される。
【００４２】
　次に、吸熱器１５を通過した空気が、第１の下流側ヒートパイプ３ｂへ送風される。第
１の下流側ヒートパイプ３ｂは、吸熱器１５を通過した空気によって冷却され、この第１
の下流側ヒートパイプ３ｂで冷却された冷媒が、第１の下流側ヒートパイプ３ｂにおける
上部から下部へ移動する。これによって、第１の下流側ヒートパイプ３ｂの下部は、第１
の下流側ヒートパイプ３ｂの上部に比べ、温度が低くなる。この第１の下流側ヒートパイ
プ３ｂにおける下部は、吸熱器１５よりは高い温度ではあるが、第１の下流側ヒートパイ
プ３ｂに送風される空気の一部を冷却し、除湿する。
【００４３】
　最後に、第１の下流側ヒートパイプ３ｂを通過した空気が、放熱器１３へ送風され、放
熱器１３と熱交換を行い温められる。この温められた空気が、吹出口７を介して、室内へ
送風される。
【００４４】
　第２の除湿風路８ｂは、送風機５によって本体ケース１の吸込口６からに吸い込まれた
空気が、第２の上流側ヒートパイプ４ａ、吸熱器１５、第２の下流側ヒートパイプ４ｂ、
放熱器１３を順次介して吹出口７へと送風される風路である。
【００４５】
　第２の除湿風路８ｂにおける除湿動作について説明する。
【００４６】
　まず、第２の上流側ヒートパイプ４ａには、第２の下流側ヒートパイプ４ｂによって冷
却された冷媒が、流れ込む。この冷媒によって、第２の上流側ヒートパイプ４ａは冷され
る。吸込口６から吸い込まれた空気が、この第２の上流側ヒートパイプ４ａに送風され、
第２の上流側ヒートパイプ４ａと熱交換を行い、予冷される。
【００４７】
　次に、予冷された空気が、吸熱器１５へ送風され、予冷された空気の一部が吸熱器１５
で更に冷却され、除湿される。
【００４８】
　次に、吸熱器１５を通過した空気が、第２の下流側ヒートパイプ４ｂへ送風される。第
２の下流側ヒートパイプ４ｂは、吸熱器１５を通過した空気によって冷却され、この第２
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の下流側ヒートパイプ４ｂで冷却された冷媒が、第２の循環型ヒートパイプ４の第２の下
流側ヒートパイプ４ｂにおける上部から下部へ移動する。これによって、第２の循環型ヒ
ートパイプ４の第２の下流側ヒートパイプ４ｂの下部は、第２の下流側ヒートパイプ４ｂ
の上部に比べ、温度が低くなる。この第２の下流側ヒートパイプ４ｂにおける下部は、吸
熱器１５よりは高い温度ではあるが、第２の下流側ヒートパイプ４ｂに送風される空気の
一部を冷却し、除湿する。
【００４９】
　最後に、第２の下流側ヒートパイプ４ｂを通過した空気が、放熱器１３へ送風され、放
熱器１３と熱交換を行い温められる。この温められた空気が、吹出口７を介して、室内へ
送風される。
【００５０】
　本実施形態における特徴は、第１の下流側ヒートパイプ３ｂは、第２の下流側ヒートパ
イプ４ｂの上方に配置された点である。
【００５１】
　具体的には、第１の下流側ヒートパイプ３ｂには、吸熱器１５を通過した空気が、送風
される。第１の下流側ヒートパイプ３ｂは、吸熱器１５を通過した空気によって冷却され
、この第１の下流側ヒートパイプ３ｂで冷却された冷媒が、第１の下流側ヒートパイプ３
ｂにおける上部から下部へ移動する。これによって、第１の下流側ヒートパイプ３ｂの下
部は、第１の下流側ヒートパイプ３ｂの上部に比べ、温度が低くなる。この第１の下流側
ヒートパイプ３ｂにおける下部は、吸熱器１５よりは高い温度ではあるが、第１の下流側
ヒートパイプ３ｂに送風される空気の一部を冷却し、除湿する。この除湿時に、第１の下
流側ヒートパイプ３ｂにおける下部には、結露水が発生する。
【００５２】
　次に、第１の下流側ヒートパイプ３ｂは、第２の下流側ヒートパイプ４ｂの上方に配置
され、この結露水は、重力によって第１の下流側ヒートパイプ３ｂから第２の下流側ヒー
トパイプ４ｂに移動する。結露水は、温度が低い為、第２の下流側ヒートパイプ４ｂは、
吸熱器１５を通過した空気だけでなく、この結露水によっても冷却される。このように冷
却された第２の下流側ヒートパイプ４ｂの下部が、第２の循環型ヒートパイプ４に送風さ
れる空気の一部を冷却し、除湿するので、除湿量が多くなる。
【００５３】
　また、第１の下流側フィン３１ｂと第２の下流側フィン４１ｂとは、一体で形成してい
る。第１の下流側フィン３１ｂと第２の下流側フィン４１ｂとは、一枚の金属板によって
形成している。これにより、第１の下流側ヒートパイプ３ｂにおける下部で発生した結露
水が、第１の下流側フィン３１ｂから第２の下流側フィン４１ｂに移動し易くなる。
【００５４】
　また、第１の下流側フィン３１ｂと第２の下流側フィン４１ｂとは、一枚のアルミニウ
ム板によって形成し、親水処理を行っている。親水処理の一例は、エアコン室内機の熱交
換器や除湿機の吸熱器１５等で利用され、水が水滴形状になり通風抵抗になるのを防止す
るおよび液の流動性向上によりスムーズに結露水を排水できるものである。
【００５５】
　これにより、第１の下流側ヒートパイプ３ｂにおける下部で発生した結露水が、更に第
１の下流側フィン３１ｂから第２の下流側フィン４１ｂに移動し易くなる。加えて、第１
の下流側フィン３１ｂにおける長手方向（上下方向）に複数段設けられた第１の下流側連
結管３２ｂと、第２の下流側フィン４１ｂにおける長手方向（上下方向）に複数段設けら
れた第２の下流側連結管４２ｂとは、材質が銅である。第１の下流側フィン３１ｂと第２
の下流側フィン４１ｂとに親水処理を行うことによって、結露水が介在する銅とアルミニ
ウムとの接触部分で発生する電食を抑制できる。
【００５６】
　また、一体で形成することで熱交換器組立も簡略化でき、第１の下流側ヒートパイプ３
ｂと第２の下流側ヒートパイプ４ｂの固定方法は放熱器１３や吸熱器１５と同様の上下方
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向から挟み込む方式で簡単に固定することが可能になり、第１の下流側ヒートパイプ３ｂ
と第２の下流側ヒートパイプ４ｂを別途連結する必要がなくなる。
【００５７】
　また、第１の下流側フィン３１ｂは縦長四角板形状であり、第２の下流側フィン４１ｂ
は縦長四角板形状である。第１の下流側フィン３１ｂの縦方向の寸法は、第２の下流側フ
ィン４１ｂの縦方向の寸法より大きい。これにより、第１の下流側フィン３１ｂの縦方向
の寸法は、第２の下流側フィン４１ｂの縦方向の寸法より大きいので、第１の下流側フィ
ン３１ｂでは、第２の下流側フィン４１ｂに比べて結露水が発生しやすくなる。第２の下
流側フィン４１ｂは、第１の下流側フィン３１ｂからの結露水によって、冷やされるので
、第２の下流側フィン４１ｂの縦方向の寸法は、第１の下流側フィン３１ｂの縦方向の寸
法に比べて小さい場合にも、第１の下流側フィン３１ｂの下部の温度と、第２の下流側フ
ィン４１ｂの下部の温度とが近づくので、第１の下流側フィン３１ｂの下部での除湿量と
、第２の下流側フィン４１ｂの下部での除湿量とが近づき、全体の除湿量が向上する。
【００５８】
　また、第１の上流側フィン３１ａと第２の上流側フィン４１ａとは、一体で形成してい
る。第１の上流側フィン３１ａと第２の上流側フィン４１ａとは、一枚の金属板によって
形成している。これにより、熱交換器組立が簡略化でき、第１の上流側ヒートパイプ３ａ
と第２の上流側ヒートパイプ４ａの固定方法は放熱器１３や吸熱器１５と同様の上下方向
から挟み込む方式で簡単に固定することが可能になり、第１の上流側ヒートパイプ３ａと
第２の上流側ヒートパイプ４ａを別途連結する必要がなくなる。
【００５９】
　また、第１の上流側フィン３１ａと第２の上流側フィン４１ａとは、一枚のアルミニウ
ム板によって形成し、親水処理を行っている。加えて、第１の上流側フィン３１ａにおけ
る長手方向（上下方向）に複数段設けられた第１の上流側連結管３２ａと、第２の上流側
フィン４１ａにおける長手方向（上下方向）に複数段設けられた第２の上流側連結管４２
ａとは、材質が銅である。第１の上流側フィン３１ａと第２の上流側フィン４１ａとに親
水処理を行うことによって、吸熱器１５および第１の下流側ヒートパイプ３ｂと第２の下
流側ヒートパイプ４ｂの下部で発生した結露水が介在する銅とアルミニウムとの接触部分
で発生する電食を抑制できる。
【００６０】
　また、第１の上流側フィン３１ａと第２の上流側フィン４１ａとは、一体で形成してい
る。第１の上流側フィン３１ａは縦長四角板形状であり、第２の上流側フィン４１ａは縦
長四角板形状である。第１の上流側フィン３１ａの縦方向の寸法は、第２の上流側フィン
４１ａの縦方向の寸法より大きく、第１の上流側フィン３１ａの縦方向の寸法は、第２の
上流側フィン４１ａの縦方向の寸法より大きい。
【００６１】
　これにより、第１の上流側フィン３１ａの縦方向の寸法は、第２の上流側フィン４１ａ
の縦方向の寸法より大きいので、第１の上流側フィン３１ａでは、第２の上流側フィン４
１ａに比べて熱交換量が多く予冷効果が大きくなり、第１の除湿風路８ａ上の吸熱器１５
および第１の下流側ヒートパイプ３ｂで結露水が発生しやすくなる。これにより、第２の
下流側ヒートパイプ４ｂは、第１の下流側ヒートパイプ３ｂからの結露水によって、より
冷やされることになる。ここで、第１の上流側フィン３１ａの縦方向の寸法は、第２の上
流側フィン４１ａの縦方向の寸法に比べて小さい場合にも、第２の下流側フィン４１ｂが
十分冷えることで、第１の上流側フィン３１ａの下部の温度と、第２の上流側フィン４１
ａの下部の温度とが近づく。結果として、第１の下流側フィン３１ｂの下部での除湿量と
、第２の下流側フィン４１ｂの下部での除湿量とが近づき、全体の除湿量が向上する。
【００６２】
　また、実施例では第１の上流側連結管３２ａと第２の上流側連結管４２ａと第１の下流
側連結管３２ｂと第２の下流側連結管４２ｂの材質を銅で説明したが、フィンと同じ材質
のアルミニウムで形成しても同様の効果を得られる。
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【産業上の利用可能性】
【００６３】
　本発明に係る除湿装置は、除湿効率が向上し入力抑制を可能とするもので、室内の洗濯
物を乾燥させる家庭用や事務所用などに使用される除湿装置として有用である。
【符号の説明】
【００６４】
　１　　本体ケース
　２　　冷凍サイクル
　３　　第１の循環型ヒートパイプ
　３ａ　　第１の上流側ヒートパイプ
　３ｂ　　第１の下流側ヒートパイプ
　４　　第２の循環型ヒートパイプ
　４ａ　　第２の上流側ヒートパイプ
　４ｂ　　第２の下流側ヒートパイプ
　５　　送風機
　６　　吸込口
　７　　吹出口
　８　　除湿風路
　８ａ　　第１の除湿風路
　８ｂ　　第２の除湿風路
　９　　制御部
　１０　　集水部
　１１　　集水タンク
　１２　　圧縮機
　１３　　放熱器
　１４　　キャピラリーチューブ
　１５　　吸熱器
　１６　　冷媒配管
　１７　　ケーシング部
　１７ａ　　吸入口
　１７ｂ　　吐出口
　１８　　モータ部
　１９　　羽根部
　２０　　回転軸
　３０　　第１の連通管
　３０ａ　　第１の上連通管
　３０ｂ　　第１の下連通管
　３１ａ　　第１の上流側フィン
　３１ｂ　　第１の下流側フィン
　３２ａ　　第１の上流側連結管
　３２ｂ　　第１の下流側連結管
　４０　　第２の連通管
　４０ａ　　第２の上連通管
　４０ｂ　　第２の下連通管
　４１ａ　　第２の上流側フィン
　４１ｂ　　第２の下流側フィン
　４２ａ　　第２の上流側連結管
　４２ｂ　　第２の下流側連結管
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